
全
教
員
で
生
徒
の
課
題
点
を
共
有
し
、

将
来
担
っ
て
い
く
地
域
社
会
を
舞
台
に

３
年
間
、生
徒
主
体
の
探
究
活
動
を
繰
り
返
す

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

▼ 

実
践
事
例
レ
ポ
ー
ト

塩山高校（山梨・県立）

　

塩
山
高
校
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ

て
き
た
学
校
だ
。
生
徒
は
素
直
で
明
る
い
が
、

自
主
性
・
積
極
性
に
欠
け
た
り
、自
信
を
も
っ

て
行
動
で
き
な
い
面
も
見
ら
れ
る 

ー
ー「

そ
ん

な
生
徒
の
姿
か
ら
教
員
が
必
要
性
を
感
じ
、

自
然
な
流
れ
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り
組

ん
で
き
た
」と
武
藤
秀
樹
教
頭
。
高
校
卒
業

後
す
ぐ
就
職
す
る
生
徒
へ
の
切
実
な
思
い

も
後
押
し
し
、社
会
で
強
く
生
き
る
生
徒
を

育
て
よ
う
と
、学
校
活
動
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
推
進
し
て
い
る（
下
図
）。

「
総
学
」は
、同
校
の
こ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お

い
て
、教
科
や
特
別
活
動
等
と
並
ぶ
重
要
な

柱
の
ひ
と
つ
だ
。「
社
会
に
生
き
る
」を
大
き
な

テ
ー
マ
に
掲
げ
、積
極
的
に
校
外
に
出
て
探
究

活
動
を
繰
り
返
し
、３
年
間
で
段
階
的
に
社

会
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
践
し
て
い
る
。毎
年
そ
の
時
の
生
徒
の
状

況
か
ら
年
度
重
点
目
標
を
設
定
し
、さ
ま
ざ

ま
な
研
究
指
定
の
機
会
も
活
用
し
な
が
ら
新

聞
記
事
を
使
っ
た
学
習（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）や
金
融
教

育
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
を

重
ね
て
き
た
。

　

昨
年
度
を
例
に
、学
年
ご
と
に「
総
学
」の

実
践
を
見
て
み
よ
う（
図
１
）。１
学
年
の
テ
ー

マ
は「
社
会
を
知
る
」だ
。
前
半
は
新
聞
記
事

の
活
用
や
地
域
の
博
物
館
・
美
術
館
等
の
見

学
を
行
い
、地
域
に
つ
い
て
教
科
横
断
的
に
学

習
。
後
半
は
講
演
会
や
体
験
講
座
な
ど
で
興

味
を
も
っ
た
職
業
の
調
査
・
発
表
会
を
行
っ
た
。

　

２
学
年
は「
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
」が
テ

ー
マ
。
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
分
の
将

来
に
目
を
向
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、社
会

で
活
躍
し
て
い
る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。そ
の
内

容
は
個
人
お
よ
び
班
で
ま
と
め
て
発
表
し
た
。

　

３
学
年「
社
会
の
中
で
生
き
る
」の
メ
イ
ン

は
、「
こ
ど
も
」「
情
報
」「
介
護
・
福
祉
」な
ど
11

の
講
座
別
に
行
う
課
題
解
決
型
学
習
だ
。
各

講
座
で
４
〜
５
人
の
班
を
作
り
、課
題
発
見
か

ら
解
決
策
の
考
案
、実
践
ま
で
、生
徒
が
力
を

合
わ
せ
て
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
「
地
域
」講
座
で
は
、６
班
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
「
山
梨
の
観
光
と
お
も
て
な

し
」に
つ
い
て
検
討（
図
２
）。
あ
る
班
は
、２
月

に
観
光
客
が
減
少
す
る
点
に
着
目
し
、「
山
梨

の
星
の
魅
力
を
も
と
に
冬
の
旅
行
プ
ラ
ン
が

で
き
な
い
か
」と
考
え
た
。
県
立
科
学
館
の
天

文
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
取
材
や
文
献
調
査
、ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
い
、「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
星
を
観
る
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
考
案
。こ
れ

を
山
梨
県
観
光
部
に
提
案
し
、採
用
さ
れ
た

（
写
真
）。こ
の
ほ
か
、「
甲
州
ワ
イ
ン
を
日
本
に

塩山高校のキャリア教育グランドデザイン

教頭
武藤秀樹先生

研究研修部主任
古守やす子先生

「総学」Outline

学校data

対象学年・単位：１～３学年・各１単位
企画担当：研究研修部
授業担当：全教員を対象に割り当て（学年団、担任によらない）

広
め
る
」「
自
然
災
害
時
の
観
光
客
の
安
全
対

策
」な
ど
に
取
り
組
ん
だ
班
も
同
様
に
提
案

し
、県
の
担
当
者
を
う
な
ら
せ
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
課
題
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

生
徒
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
だ
。
４

月
と
12
月
に
実
施
し
て
い
る
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト

地
域
課
題
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が

自
信
や
主
体
性
に
つ
な
が
っ
た

全
校
を
あ
げ
て
取
り
組
む

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
な
柱

塩山高校が
育成する生徒像

地域との連携

１年 社会を知る
２年 社会の仕組みを学ぶ
３年 社会の中で生きる

・インターンシップ
・道徳教育
・防災教育
・理数教育
・部活動、委員会活動

国語・
地歴公民

数学・理科

英語・商業・
情報

芸術・家庭
保健体育

総合的な学習の時間
「社会に生きる」

特別活動等教　科

挑戦
在り方生き方

協同して課題を
解決

コミュニケーション
能力

自己肯定感

基本的生活習慣
の確立

断片をつなぐ

粘り強く学習や部活動に取り組み、クラスの仲間
や教員との関係を良好に保つ中で、社会的な課題
や自分の将来について考えることのできる生徒。

塩山高校の「総学」の位置づけ

取材・文／藤崎雅子

1956年創立／普通科・商業科・情報ビジネス科／生徒数538人（男子
251人・女子287人）／進路状況（2014年度実績）大学27人・短大20
人・専門学校82人・就職73人・その他3人
★平成26・27年度山梨県キャリア教育推進実践研究校
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図2   テーマ別講座学習のプロセス（2014年度「地域」講座の例）

図1   「総学」の主な取り組み

図3   「総学」で使用したポートフォリオシート

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研 ＞＞ 発行メディアのご紹介 ＞＞ キャリアガイダンス（Vol.408）

One Point

を
見
比
べ
る
と
、自
信
、前
向
き
さ
、主
体
性
、

課
題
解
決
能
力
な
ど
の
項
目
の
伸
び
が
目
立

つ
。「
私
は
自
分
に
自
信
を
も
っ
て
い
る
」と
の

回
答
は
48
％
か
ら
60
％
、「
何
か
困
っ
た
こ
と
が

あ
る
時
に
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
み
つ
け
ら
れ

る
」は
61
％
か
ら
77
％
に
増
え
た
（
14
年
度
３

学
年
）。
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
担
当
の
研
究
研

修
部
主
任
を
務
め
る
古
守
や
す
子
先
生
は
こ

う
話
す
。

 

「
社
会
や
地
域
が
良
く
な
る
こ
と
と
自
分
た

ち
は
無
関
係
じ
ゃ
な
い
、自
分
に
も
で
き
る
こ

と
が
あ
る
ん
だ
と
、生
徒
は
体
験
を
通
じ
て
学

び
ま
し
た
。
そ
れ
が
生
徒
が
こ
れ
か
ら
歩
ん
で

い
く
自
信
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

同
校
の「
総
学
」の
強
み
は
、推
進
担
当
者

だ
け
で
は
な
く
、学
校
全
体
で
生
徒
の
課
題

を
共
有
し
、そ
の
対
策
に
全
教
員
が
当
事
者

意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

年
度
始
め
に
は「
総
学
」の
目
標
と
全
体
計
画

を
全
教
員
で
共
有
。
そ
れ
以
外
に
も
、必
要
が

生
じ
れ
ば
随
時
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
向

け
た
教
員
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
昨
年
度
末
は
、月
１
回
の
職
員
会

議
の
中
の
わ
ず
か
な
時
間
を
使
い
、３
回
に
わ

た
っ
て
生
徒
の
課
題
と
対
策
を
共
有
す
る
研

修
を
行
っ
た
。
初
回
は
、全
教
員
で
生
徒
の
問

題
点
を
付
箋
に
記
入
。
50
人
か
ら
１
５
０
枚

の
付
箋
が
集
ま
っ
た（
所
要
５
分
）。そ
れ
を
研

究
研
修
部
が
分
類
し
、次
の
職
員
会
議
で
共

有
す
る
と
と
も
に
、今
度
は
対
策
に
つ
い
て
同

様
に
全
員
が
書
き
出
し
た（
７
分
）。３
回
め
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
議
論
で
対
策
内
容
を

深
め
、最
後
に
全
体
で
共
有
し
た（
20
分
）。

 

「
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
感
じ
て
い
る
こ
と

を
言
葉
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
確
認
し
た
り
、

共
感
し
た
り
で
き
、み
ん
な
で
や
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
古
守

先
生
）

　

ま
た
、良
い
実
践
事
例
は
教
員
間
で
共
有

す
る
動
き
が
あ
る
。
昨
年
度
の「
地
域
」講
座

で
行
わ
れ
た
、多
様
な
情
報
収
集
方
法
・
シ
ン

キ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
学
習
プ
ロ
セ
ス
や
、

評
価
方
法
の
工
夫
か
ら
学
べ
る
点
は
多
い（
図

３
）。
研
究
研
修
部
が
主
導
し
て
、こ
の
成
功

例
を
今
年
度
は
他
の
活
動
に
も
拡
大
し
、指

導
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
。

 

「
一
部
の
教
員
の
取
り
組
み
で
終
わ
る
の
で
は

な
く
、学
校
の
特
色
と
し
て
定
着
さ
せ
、生
徒

の
成
長
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
武
藤
教
頭
）

日時 学習過程 学習活動

5月6日

課題設定

理想の未来の山梨像を描き、現状把握をする。それら
を比較することから、山梨の観光やおもてなしに関す
る課題を明らかにする。班編成をする。

5月20日 山梨県観光課外部講師による山梨のおもてなし講演
会。ブレーンストーミング、KJ法で課題の抽出をする。

6月3日 班ごとにテーマを確定し、目標や仮説の設定、具体的
な行動計画を立てる。

6月10日 情報の
収集

地元宿泊施設取材、電話取材、アンケート作り、文献
調査等

6月17日 地元醸造家取材、消防署取材、電話取材等

7月1日 整理・分析
収集した情報の集計をし、マトリクス法などの方法で
整理する。整理したデータをもとに課題解決の方向性
の検討と、中間発表の準備をする。

7月3日 まとめ・
表現

中間発表会を行い、外部講師、山梨県観光部、校長、
教頭の助言と生徒同士の相互評価をする。

7月16日 再検討
自分の班の中間発表の様子をビデオで見て振り返
る。プレゼンミニ講座で改善点を明確にさせ、計画の
再検討をする。

夏期休業 実践 班別活動（県立科学館でパンフレットの配布とアンケー
ト調査、CMの制作、保育園等での紙芝居の実践など）

8月26日

まとめ・
表現

進捗状況の確認と発表資料のまとめをする。レジメの
提出をする。プレゼンテーションで話す内容の確認を
する。

8月30日 下級生、校内の教員等の前でリハーサルを行う。

9月1日 山梨県庁にて、県観光課や県教育委員会などへ
「山梨の観光とおもてなし」についての提案をする。

9月9日 ６００字程度の意見文を書く。活動の振り返りをする。

学年 テーマ 目 標 主な取り組み

1年 社会を知る 社会を知り、自己の
進路を考察する

○新聞を活用し、社会を知る（グループで意見交換、地域
活性化意見文作成、発表など）
○地域を知り、自己の進路を考える（博物館・美術館・文学
館見学、職業体験講座、希望別大短専就職訪問など）

2年 社会の仕組
みを学ぶ

社会とかかわり、自分
の考えを発信する

○地域で活躍する人へのインタビュー
事前学習（将来設計のためのマインドマップ、インタビュー
方法の学習・練習）～事後学習（まとめと発表）

3年 社会の中で
生きる

問題の解決や探究活
動に主体的、創造的
に取り組む

○巣立ち教室（マナー、年金、税金などについて外部講師
による講話）
○テーマ別講座学習（探究活動）

効果を高める指導のコツ

シンキングツールを使って「考える」を教える
協同で情報を整理・分析する際、「考えていることを可
視化して共有することが有効」との考えから、探究活
動のプロセスにおいてブレーンストーミングやKJ法、マ
トリクス法などシンキングツールを積極的に利用してい
る。ツールの活用を生徒に教えるためにはまず教員自
身が身につけようと、昨年度はシンキングツールに関

する校内職員研修会を実
施。情報教育の専門家を
招き、ワークショップを交え
ながら学んだ。

「地域」講座では、フィールドワークやアンケート調査をもと
に、県観光部に地域課題解決策をプレゼンテーション

生徒の取り組みがもとで
立派な観光ガイドブック
が作られた

職
員
会
議
の
数
分
間
を
利
用
し

生
徒
の
課
題
点
と
対
策
を
共
有

ＫＪ法を使って課題設定の
話し合いを行う生徒

昨年度の「地域」講座で使用したポートフォリオシートは、成果だけでなく学習プ
ロセスも評価できる。今年度は他の講座でも使用する

01　実践事例レポート

総合的な学習の時間の進化で学校改革へ
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